
いちごドリルプリント

古墳時代 名前

問1 倭の五王の一人である「武」は、中国の南朝の皇帝に上表文（手紙）を送り、自らの祖先がいかにして国土を広げたかを伝えました。この「武
」は、日本の歴史上のどの人物であると比定（推定）されていますか。 （2024年 大阪府公立入試 類似）

1. ワカタケル大王（雄略天皇） 2. 聖徳太子（厩戸王） 3. 卑弥呼 4. 中大兄皇子（天智天皇）

問2 古墳時代の展示において、当時の有力者の墓である古墳の内部に納められた「副葬品」が紹介されています。これらの中で、被葬者の権力や権
威を示すとともに、当時の中国大陸との活発な交流を裏付ける代表的な資料として、最も適切なものはどれですか。 （2016年 富山県公立入試 類似）

1. 大陸との外交関係や支配者の権威
を示すために墓に納められた、三角
縁神獣鏡などの銅鏡

2. 古墳の墳丘の頂上や周囲に並べら
れ、聖域を区切る役割を持っていた
人や馬の形の埴輪

3. 魔除けや豊かな収穫を祈る儀式に
用いられた、縄文時代の土製の人形
である土偶

4. 弥生時代に主に近畿地方を中心に
広まり、祭りの道具として使われた
青銅器の銅鐸

問3 中国の歴史書『宋書』倭国伝には、5世紀に中国の南朝へ相次いで使者を送り、自身の地位を認める称号を求めた「讃・珍・済・興・武」という
5人の王が登場します。これらの王を総称して何と呼びますか。 （2025年 埼玉県公立入試 類似）

1. 渡来人 2. ヤマトの大王 3. 遣隋使 4. 倭の五王

問4 5世紀後半の日本列島において、大和政権の支配力が関東地方から九州地方にまで広く及んでいたことを示す歴史的背景として、最も適切な説明
を選びなさい。 （2019年 長崎県公立入試 類似）

1. 白村江の戦いでの敗北を機に、関
東から九州にかけて山城や防人が配
置され、軍事的な中央集権化が進ん
だ。

2. 邪馬台国の女王である卑弥呼が魏
から贈られた親魏倭王の称号を、地
方の有力豪族に分け与えて統治した
。

3. 聖徳太子が十七条の憲法を制定し
、地方の豪族に対して大王への忠誠
を誓わせる制度が全国に普及した。

4. 埼玉県の稲荷山古墳と熊本県の江
田船山古墳から、同一の最高権力者
である大王の名を刻んだ鉄剣・鉄刀
が出土した。

問5 5世紀後半の大和政権において、最高権力者が名乗った称号は何ですか。埼玉県の稲荷山古墳から出土した金錯銘鉄剣に、「獲加多支鹵」という
人名に続けて刻まれている名称を答えなさい。 （2019年 長崎県公立入試 類似）

1. 執権 2. 将軍 3. 大王 4. 天皇

問6 古墳時代から奈良時代にかけて、朝鮮半島や中国大陸から日本列島へ移り住み、当時の日本に新しい文化や技術を伝えた人々を何と呼びますか
。 （2023年 岡山県公立入試 類似）

1. 南蛮人 2. 渡来人 3. 防人 4. 遣唐使

問7 3世紀後半から4世紀にかけての日本列島の歴史において、大規模な古墳の築造が始まった時期の政治状況を説明した文として、最も適切なもの
はどれか。 （2025年 秋田県公立入試 類似）

1. 朝鮮半島から移住した渡来人が、
最新の鉄器技術を背景に単独の王朝
を打ち立てた。

2. 近畿地方の有力な豪族を中心とし
た、複数の勢力による政治連合が形
成された。

3. 『魏志』倭人伝に記されているよ
うに、九州地方を中心とした女王に
よる統治が続いた。

4. 各地の小国が対等な立場で同盟を
結び、銅鐸を共有する祭祀によって
平和を保った。

問8 5世紀の朝鮮半島にある伽耶（加羅）地域から大和政権が得ていた資源で、武人の埴輪に見られるような鎧や武器の材料となり、政権の武力強化
に大きく貢献した金属は何ですか。 （2019年 群馬県公立入試 類似）

1. 青銅 2. 鉄 3. 金 4. 銅

問9 日本の関東地方、現在の埼玉県に位置する前方後円墳からは、115文字の銘文が刻まれた金錯銘鉄剣（きんさくめいてっけん）が出土しています
。この鉄剣に記された「ワカタケル大王」という名は、当時のヤマト政権の首長を指すとされています。この鉄剣が出土した古墳の名称として
正しいものを選んでください。 （2016年 三重県公立入試 類似）

1. 大仙陵古墳 2. 箸墓古墳 3. 稲荷山古墳 4. 江田船山古墳

問10 3世紀後半から奈良盆地を中心に成立したヤマト政権において、各地の有力な豪族を従えて中心となった指導者が当時名乗っていた称号として、
適切なものはどれですか。 （2026年 和歌山県公立入試 類似）

1. 執権 2. 天皇 3. 大王 4. 将軍

問11 5世紀頃、大和政権の王（倭の五王）が中国の南朝へ繰り返し使者を送った主な目的として、最も適切な説明はどれか。 （2020年 香川県公立入試 類似）

1. 朝鮮半島南部における軍事的な指
揮権を認めさせ、鉄資源の確保など
の面で他国より優位に立つため。

2. 唐の勢力拡大に対抗するため、朝
鮮半島の百済や新羅と結んで軍事同
盟を強化するため。

3. 中国の北朝から公式に仏教を取り
入れることで、鎮護国家の思想に基
づいた国づくりを行うため。

4. 隋に対して対等な立場での外交を
求め、小野妹子を派遣して中国の進
んだ律令制度を学ぶため。

問12 大阪府堺市に位置する、全長約486mにおよぶ日本最大の前方後円墳の名称として正しいものを、次の中から選びなさい。 （2018年 熊本県公立入試 類似）

1. 大仙古墳 2. 登呂遺跡 3. 吉野ヶ里遺跡 4. 三内丸山遺跡

問13 古墳時代に築かれた、円形と方形を組み合わせた鍵穴のような形状を持つ巨大な墓について、その名称と当時の状況を正しく述べたものはどれ
ですか。 （2026年 沖縄県公立入試 類似）

1. 名称は前方後円墳であり、ヤマト
王権の勢力が及んだ東北地方から九
州地方にかけての広い範囲で見られ
る。

2. 名称は方墳であり、ヤマト王権が
全国の土地を直接支配するために、
各地の役所の目印として設置した。

3. 名称は装飾古墳であり、ヤマト王
権から独立した九州地方の豪族のみ
が、独自の文化を示すために築いた
。

4. 名称は円墳であり、大和地方から
移住した渡来人たちが、故郷の風景
を再現するために全国に広めた。

問14 3世紀後半から6世紀にかけて、近畿地方だけでなく九州から東北南部までの広い範囲で、同じ「前方後円墳」という形式の古墳が作られた理由
として、最も適切なものはどれか。 （2020年 佐賀県公立入試 類似）

1. 中国の皇帝から、日本全土を統一
するためにこの形状で墓を作るよう
命じられたため。

2. 仏教の教えに基づき、円形と方形
を組み合わせることで死者の供養に
なると信じられたため。

3. ヤマト政権を中心とする政治的な
結びつきが、各地の豪族との間に広
がったため。

4. 稲作の普及により食料が豊富にな
ったため、農作業の休憩所として全
国で同じ形が採用されたため。
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答え合わせ・解説
問1 答え 1

ワカタケル大王（雄略天皇）
倭の五王の最後の一人である「武」は、埼玉県で見つかった稲荷山古墳の鉄剣銘などに記され
た「獲加多支鹵大王（ワカタケル大王）」、すなわち雄略天皇であると考えられています。こ
の時期、ヤマト政権の支配範囲が関東から九州にまで及んでいたことが、金石文と中国の歴史
書の両方の記述から裏付けられています。

問2 答え 1
大陸との外交関係や支配者の権威を示すため
に墓に納められた、三角縁神獣鏡などの銅鏡

古墳時代、古墳に葬られた有力者は自らの権力を示すために、大陸由来の貴重な品々を副葬品
として墓の中に納めました。特に三角縁神獣鏡などの銅鏡は、中国の王朝とのつながりや、そ
れを入手できる大和政権との政治的な結びつきを示す重要な象徴でした。埴輪は古墳の表面や
周囲に立て並べられるものであり、内部に埋葬される副葬品とは区別して理解する必要があり
ます。

問3 答え 4
倭の五王

5世紀に中国へ使者を送った5人の王は「倭の五王」と呼ばれます。当時の日本（倭国）は、東
アジアの国際情勢の中で有利な立場を得るため、中国皇帝を中心とした冊封体制（朝貢外交）
に加わり、自らの権威や軍事的な指揮権を証明する称号（官職）を求めて外交を展開しました
。

問4 答え 4
埼玉県の稲荷山古墳と熊本県の江田船山古墳
から、同一の最高権力者である大王の名を刻
んだ鉄剣・鉄刀が出土した。

埼玉県の稲荷山古墳で出土した鉄剣には「獲加多支鹵大王（ワカタケルオオキミ）」という文
字が刻まれていました。同様の銘文を持つ鉄刀が熊本県の江田船山古墳からも見つかっている
ことから、5世紀後半には近畿地方の大和政権が、関東から九州に至るまでの広い範囲を勢力
下に置いていたことが実証されています。

問5 答え 3
大王

5世紀の大和政権の盟主は「大王（おおきみ）」と呼ばれていました。埼玉県の稲荷山古墳か
ら出土した鉄剣には、雄略天皇にあたるとされる「獲加多支鹵（ワカタケル）」の名とともに
この称号が刻まれており、当時の政治体制を示す貴重な史料となっています。天皇という称号
が使われ始めるのは、さらに後の7世紀後半（飛鳥時代）になってからです。

問6 答え 2
渡来人

朝鮮半島での戦乱などを背景に、多くの人々が日本列島へ移住しました。彼らは、ため池を作
る土木技術や金属加工、機織りなどの実習的な技術だけでなく、漢字や儒教、仏教などの思想
や文化も日本に伝え、日本の社会や国家の形成に大きな役割を果たしました。

問7 答え 2
近畿地方の有力な豪族を中心とした、複数の
勢力による政治連合が形成された。

3世紀後半から4世紀ごろになると、近畿地方の有力な豪族たちが中心となり、各地の勢力を結
びつけた政治的な連合体が成立しました。これが大和政権（ヤマト王権）であり、その成立と
発展は、各地に共通の形式を持つ巨大な古墳が築かれるようになったことからも裏付けられま
す。弥生時代の小国が乱立し、争いを繰り返していた段階から、より広範な地域を統括する仕
組みへと移行した重要な時期といえます。

問8 答え 2
鉄

大和政権は、朝鮮半島の南部に位置する伽耶（加羅）地域から鉄資源を安定的に確保し、それ
を用いて高度な武器や鎧を製造しました。当時の古墳から出土する武人の埴輪が鎧をまとって
いることからも、この金属が軍事力の象徴であったことがわかります。これにより、政権は軍
事的な優位を築きました。

問9 答え 3
稲荷山古墳

埼玉県にある稲荷山古墳から出土した鉄剣には、雄略天皇（大泊瀬幼武尊）を指すとされる「
ワカタケル大王」の銘文が刻まれていました。これは、5世紀後半のヤマト政権の支配力が関
東地方にまで及んでいたことを示す決定的な証拠となっています。熊本県の江田船山古墳から
出土した鉄刀にも同様の名が見られ、支配の広がりを裏付けています。

問1
0

答え 3
大王

ヤマト政権の首長は「大王（おおきみ）」と呼ばれていました。「天皇」という称号が正式に
使われ始めるのは7世紀後半の天武天皇・持統天皇の時代からであるとされており、それ以前
の古墳時代における指導者の呼称としては「大王」が適切です。

問1
1

答え 1
朝鮮半島南部における軍事的な指揮権を認め
させ、鉄資源の確保などの面で他国より優位
に立つため。

5世紀の大和政権は、国内での支配力を強めるとともに、大陸から伝来する鉄資源を安定して
確保しようとしていました。そのために中国の南朝（宋など）へ朝貢を行い、朝鮮半島南部に
おける軍事的な指揮権や政治的な地位を正式に認めさせることで、周辺諸国に対して有利な立
場を得ようとした背景があります。

問1
2

答え 1
大仙古墳

5世紀頃に築造されたこの墳墓は、当時の近畿地方を中心とした勢力のリーダーである「大王
（おおきみ）」の墓と考えられています。前方後円墳とは、円形と方形を組み合わせた日本独
自の形状を持つ古墳であり、百舌鳥古墳群の中でも最大の規模を誇ります。

問1
3

答え 1
名称は前方後円墳であり、ヤマト王権の勢力
が及んだ東北地方から九州地方にかけての広
い範囲で見られる。

前方後円墳は、日本独自の古墳形式であり、その分布は北は東北地方から南は九州地方にまで
及んでいます。これは、各地の豪族がヤマト王権を中心とする政治秩序に参加していたことを
意味します。装飾古墳は内部に彩色や彫刻があるものを指し、円墳や方墳はより一般的な形状
ですが、前方後円墳ほどの政治的象徴性は持ちません。また、古墳はあくまで豪族の墓であり
、役所の目印ではありません。

問1
4

答え 3
ヤマト政権を中心とする政治的な結びつきが
、各地の豪族との間に広がったため。

特定の形状（前方後円墳）が広まったことは、地方の豪族がヤマト政権の支配体制や同盟関係
に組み込まれたことを示しています。古墳の形や規模を共有することで、政権内での身分や序
列を明確にする役割もありました。


